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令和６年度第１回柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会議事録 

日  時 令和 6年 7月 5日(金) 午後 1時 30分から午後 2時 30分まで 

場  所 柏原市役所 本館４階 大会議室１ 

出 席 者 （柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会委員） 

〇石村委員（パナソニックサイクルテック株式会社） 

○井上委員（大阪教育大学） 

○重森委員（関西福祉科学大学） 

〇田中委員(株式会社りそな銀行柏原支店) 

〇野田委員（大阪中河内農業協同組合） 

○西村委員（柏原市労働組合協議会） 

○武本委員（市民） 

〇市川委員（柏原市政策推進部） 

〇小林委員（柏原市市民部） 

○森口委員（柏原市福祉こども部） 

 

欠 席 者 なし 

 

事 務 局 〇山口 政策推進部総合政策監 

○榎内 政策推進部次長兼企画調整課長 

〇田中 政策推進部企画調整課長補佐 

○池渕 政策推進部企画調整課主査 

〇大橋 総務部次長 

〇松田 総務部公有財産マネジメント課長 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

（１）推進委員会開催の目的について 

（２）第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂第２版）（案） 

   について 

（３）重要業績評価指標（KPI）の達成状況や施策の進捗状況について 

３ その他 

４ 閉会 
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１ 開  会 

 ○委員会成立報告 

委員 10 名出席により、推進委員会規則第 5 条第 2 項の規定に基づい

て、委員会が成立していることを報告。 

〇議事進行 

委員長に市川委員、副委員長に小林委員を選出。 

２ 議  題 

市川委員長 開会挨拶 

事務局 【資料確認】 

・次第 

・委員名簿 

・資料１柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会について 

 資料２第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂第２版）

（案） 

 資料３重要業績評価指標（KPI）実績及び進捗状況一覧 

 参考資料１デジタル田園都市国家構想交付金（内閣府資料抜粋） 

 参考資料２（仮称）市民交流センター基本設計方針 

【委員会の運営等】 

委員会を公開とし、推進委員会議事録を作成し、公表する。 

委員会開催時には傍聴者の入室を認める。 

市川委員長 

 

 

事務局 

 

 

市川委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

市川委員長 

【議事進行】 

（１）推進委員会開催の目的について 

 

（説明） 

資料１ 柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会について 

 

事務局の説明に対して、意見又は質問等を問う。 

 

（意見、質問なし） 

 

【議事進行】 

（２）第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂第２版）（案）

について 

 

（説明） 

資料２ 第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂第２版）（案） 

 参考資料１ デジタル田園都市国家構想交付金（内閣府資料抜粋） 

 参考資料２ （仮称）市民交流センター基本設計方針 

 

事務局の説明に対して、意見又は質問等を問う。 
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重森委員 

 

 

 

事務局 

 

 

重森委員 

 

事務局 

 

重森委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

小林委員 

 

 

 

市川委員長 

 

武本委員 

 

事務局 

 

武本委員 

 

事務局 

 

 

市川委員長 

 

 

 

 

 

この市民交流センターは、非常に活発になる、魅力的な施設だと考える

が、施設の運営は市の職員だけで行うのか、企業等を誘致しテナントと

しても活用するのかどちらを想定しているのかについて伺いたい。 

 

テナントは現状予定していない。しかし、事業として企業等と連携する

ことは検討していきたい。 

 

可能であれば地元の色々な産業と連携してもらいたい。 

 

市公認のお土産品を設置するなど検討を進めていく。 

 

20代の人口流出。特に卒業する大学生に対しては、この施設ができても

人口流出の減少につながらないと考えられる。たとえば、柏原市に住み

続けるのであれば奨学金の返済を援助するなどの施策が必要だと考えら

れる。 

 

学生が就職を機に他市へ転出するケースが多いことは市でも把握をして

いる。今後そういった施策も検討していきたい。 

 

企業が奨学金返還を支援する制度があり、大阪府では府内の企業に対し

て導入を支援する制度がある。柏原市でも市内の企業を介して学生への

支援を検討していきたい。 

 

他に意見はないか。 

 

市民交流センターで市民がイベントを実施することは可能か。 

 

施設が未完成のため全てのイベントが実施できるかは不明。 

 

市民交流センターとサンヒル柏原のプールは別物か。 

 

管理者が別になっている。イベントを実施する際は調整が必要となって

くる。 

 

他に意見はないか。 

 

（意見、質問なし） 

 

それでは、事務局の説明どおり「第２期柏原市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（改訂第２版）（案）」を成案ということでよいか。 
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市川委員長 

 

 

事務局 

 

 

市川委員長 

 

小林委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

市川委員長 

 

重森委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

市川委員長 

 

 

 

（異議なし） 

 

【議事進行】 

（３）重要業績評価指標（KPI）の達成状況や施策の進捗状況について 

 

（説明） 

資料３ 重要業績評価指標（KPI）実績及び進捗状況一覧 

 

事務局の説明に対して、意見又は質問等を問う。 

 

柏原市が消滅可能性自治体に入ったことは、市民にとって一番センセー

ショナルなニュースであったと考えられる。先程、重森委員からサンヒ

ル柏原の有効活用自体は良い施策だと感じるが、これだけでは足りない

のではないかといった意見をいただいたが、たしかに消滅可能性自治体

に入ったことを考えると、もっと新たな事業が出てくる必要があると感

じる。政策部局には、従来のやり方にとらわれず、新たな発想や切口を

もって数多くの事業を採択できるようにしてもらいたい。 

 

政策部局としては、市役所内部の意見だけでなく、こういった会議での

専門委員の意見も取り入れながら事業採択を進めていければと考えてい

る。 

 

他に意見はないか。 

 

大学でも少子化の影響は大きく学生数は減り続けていくと考えられてい

る。その中で重要なのは、柏原市と大学の連携であり、この連携はまだ

まだ深める余地があると考えている。大学が魅力的になれば柏原市の人

口が、柏原市が魅力的になれば大学の学生が増える可能性があり、相乗

効果があると考えられるため継続的に学生が関わり魅力が向上するよう

な連携を一緒に考えていきたい。 

 

大学とはすでに様々な連携を通じて行政課題の解決などに共に取り組ん

でいただいているところであるが、委員のご指摘のとおり連携を深める

余地はまだまだあると考えている。今後はより一層連携を深めていきた

い。 

 

他に意見はないか。 

 

（意見、質問なし） 



５／５ 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

市川委員長 

 

 

事務局より連絡事項をお願いする。 

 

今後のスケジュールについて説明させていただく。 

今年度の本委員会は本日で終了予定となる。 

第２期柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂第２版）について

は、後日公表とする。 

あらたに総合戦略を改訂する必要がある場合は、事務局より案内する。 

 

それでは、以上をもって第 1回推進委員会を閉会させていただく。 

 

 


